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豪
州
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

で
開
催
さ
れ
た
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
全
豪
選
手
権
マ
ス
タ

ー
ズ
（
３
月
28
、
29
日
）

で
、
本
多
辰
也
さ
ん
（
平
12

商
）
が
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス

（
Ｂ
Ｆ
）
と
ビ
ー
チ
ス
プ
リ

ン
ト
（
Ｂ
Ｓ
）
の
部
で
そ
れ

ぞ
れ
２
位
に
耀
い
た
。

　
本
多
さ
ん
は
東
京
消
防
庁

勤
務
。
現
在
は
高
輪
消
防
署

の
救
急
救
命
士
と
し
て
英
語

対
応
救
急
隊
の
隊
長
を
務
め

る
。

　
専
大
時
代
、
サ
ー
フ
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
愛
好
会
に
入

会
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
歴

は
21
年
目
に
な
る
。
水
難
事

故
防
止
と
、
救
助
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
加
え
、
泳
力
や

救
助
技
術
を
磨
き
競
技
会
に

出
場
。
全
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
選
手
権
で
優
勝
を
重

ね
て
き
た
。

　
小
児
が
ん
な
ど
の
重
い
病

気
と
闘
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
と
、
家
族
を
支
え
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
シ
ャ
イ
ン
・
オ

ン
！
キ
ッ
ズ
」。そ
の
事
務
局

長
を
２
年
前
か
ら
務
め
る
。

　
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
病
院
と

提
携
し
て
数
々
の
心
の
ケ
ア

活
動
を
実
践
す
る
。

　
つ
ら
い
治
療
や
検
査
を
乗

り
越
え
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
色

の
ビ
ー
ズ
を
手
渡
し
、
勇
気

の
証
し
を
〝
見
え
る
化
〞
す

る
「
ビ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
カ
レ

ッ
ジ
」
や
、
訓
練
を
受
け
た

犬
が
病
院
で
子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
う
動
物

介
在
療
法
「
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
ド

ッ
グ
」

写
真

な
ど
で
、
い

ず
れ
も
国
内
唯

一
の
取
り
組
み

だ
。

そ

の

ほ

か
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
や
入
院
中
の

学
習
支
援
も
行

う
。「
子
ど
も

た
ち
を
笑
顔
に

し
た
い
」
と
い

う
思
い
が
活
動
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
。

　
文
学
部
英
米
文
学
科
を
卒

業
後
、
金
融
機
関
、
テ
レ
ビ

制
作
会
社
、
テ
レ
ビ
局
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど

で
活
躍
。
英
語
の
力
を
買
わ

れ
て
香
港
駐
在
の
経
験
も
あ

る
。

　
２
０
０
３
年
か
ら
１
年

間
、
米
国
人
の
夫
の
仕
事
の

関
係
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮

ら
し
た
。
生
後
５
カ
月
の
長

女
を
抱
え
て
い
た
が
、
社
会

全
体
が
子
育
て
を
支
援
す
る

環
境
で
、
大
い
に
助
け
ら
れ

た
。
帰
国
し
て
８
年
前
に

は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
長

男
が
緊
急
入
院
。「
闘
病
中

の
子
ど
も
を
持
つ
親
の
気
持

ち
が
分
か
り
ま
し
た
」
と
振

り
返
る
。

　「
シ
ャ
イ
ン
・
オ
ン
！
キ

ッ
ズ
」
の
キ
ン
バ
リ
ー
・
フ

ォ
ー
サ
イ
ス
理
事
長
と
知
り

合
い
、
活
動
に
共
感
。
関
わ

り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

事
務
局
長
就
任
の
話
に
は

「
社
会
に
恩
返
し
を
し
た

い
」
と
応
じ
た
。

　
米
国
滞
在
は
専
大
時
代
に

も
あ
る
。
長
期
交
換
留
学
生

と
し
て
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
で

１
９
８
９
年
か
ら
１
年
間
、

「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
び
ま

し
た
」。

　
教
室
で
多
国
籍
の
学
生
に

囲
ま
れ
、
異
文
化
の
洗
礼
を

受
け
た
。

　「
人
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の

は
当
た
り
前
。
そ
の
中
で
ど

う
や
っ
て
分
か
り
合
え
る
か

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
」

　
多
様
性
へ
の
理
解
を
学
ん

だ
ネ
ブ
ラ
ス
カ
時
代
の
体
験

が
、
背
骨
を
貫
い
て
い
る
。

「闘病中の子どもたちを笑顔にしたい」

シ
ャ
イ
ン
・
オ
ン
！
キ
ッ
ズ

事
務
局
長

 

ニ
ー
リ
ー 

美み

穂ほ

さ
ん

（
平
３
文
）

代
議
員
会
開
催

▽
日
時

６
月
10
日
（
土
）

15
時
〜

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

３
号
館
３
０
３
教
室

〈
十
和
田
支
部
定
時
総
会
〉

▽
５
月
19
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
七
戸
十
和
田
駅

か
ら
車
25
分
「
富
士
屋
グ
ラ

ン
ド
ホ
ー
ル
」
旴
金
沢
守
昭

氏
☎
０
１
７
６
・
28
・
２
３

２
３
（
金
沢
重
機
工
業
内
）

〈
那
珂
支
部
総
会
〉

▽
５
月
19
日
（
金
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
上
菅
谷
駅
か
ら
徒
歩

10
分
「
福
原
屋
」
旴
平
野
敦

史
氏
☎
０
２
９
・
２
９
５
・

８
９
４
７

〈
青
森
県
連
合
会
定
時
総
会
〉

▽
５
月
27
日
（
土
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
本
八
戸
駅
か
ら
徒
歩

８
分
「
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
旴
中
居
雅
博
氏
☎
０
９

０
・
３
１
２
３
・
８
７
９
６

〈
八
戸
支
部
定
時
総
会
〉

▽
５
月
27
日
（
土
）
16
時
30

分
〜
▽
会
場
、
問
い
合
わ
せ

先
は
青
森
県
連
合
会
定
時
総

会
と
同
じ

〈
秋
田
支
部
総
会
〉

▽
５
月
27
日
（
土
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」

旴
安
宅
弘
昌
氏
☎
０
９
０
・

４
３
１
１
・
５
５
０
９

〈
横
須
賀
支
部
総
会
〉

▽
６
月
２
日
（
金
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
か
ら
徒
歩

15
分
「
よ
こ
す
か
平
安
閣
」

旴
吉
田
康
志
氏
☎
０
４
６
・

８
２
５
・
３
３
８
５
（
湘
南

信
用
金
庫
経
営
企
画
課
内
）

〈
筑
波
銀
行
鳳
会
総
会
〉

▽
６
月
３
日
（
土
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
土
浦
駅
か
ら
徒
歩
７

分
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

ゑ
び
す
や
」
旴
德
宿
達
也
氏

☎
０
２
９
・
８
６
８
・
７
５

７
６
（
筑
波
銀
行
本
部
ビ
ル

内
）

〈
神
奈
川
県
西
湘
支
部
総
会
〉

▽
６
月
17
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅
か
ら
徒
歩

２
分
「
小
田
原
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
旴
藤

井
宏
映
氏
☎
０
４
６
５
・
82

・
５
８
５
２
（
宝
寿
院
内
）

〈
写
真
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
支

部
総
会
〉

▽
６
月
24
日
（
土
）
15
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
Ａ
会

議
室
旴
荒
井
勇
三
郎
氏
☎
０

９
０
・
２
６
２
１
・
７
７
１

９〈
北
海
道
連
合
校
友
会
札
幌

支
部
総
会
〉

▽
６
月
30
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
地
下
鉄
南
北
線
中
島

公
園
駅
す
ぐ
「
札
幌
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
」
旴
小
野
寺
正
典
氏

☎
０
９
０
・
６
２
１
１
・
４

３
２
５

選
　
挙
　
結
　
果

大
分
県
豊
後
高
田
市
長
選
挙

（
４
月
16
日
投
開
票
）

▽
佐
々
木
敏
夫
氏
（
さ
さ
き

・
と
し
お

昭
40
経
済
）
初

当
選

　
塩
原
規
男
氏
（
し
お
は
ら

・
の
り
お

昭
57
法
）
サ
ン

リ
ン
㈱
代
表
取
締
役
社
長
に

６
月
21
日
付
で
就
任
。
本
社

長
野
県
東
筑
摩
郡
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
総
合
商
社
。

櫻
井
名
誉
教
授 

傘
寿
を
祝
う
会

　
３
月
25
日
、
櫻
井
通
晴
名

誉
教
授
（
元
経
営
学
部
教

授
）
の
傘
寿
の
会
が
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
櫻
井
教
授
は
１
９
３
７

（
昭
和
12
）
年
３
月
４
日
生

ま
れ
で
80
歳
を
迎
え
ら
れ
た

ば
か
り
。
会
に
は
専
修
大
学

と
本
学
定
年
退
職
後
の
城
西

国
際
大
学
の
教
え
子
ら
58
人

が
参
加
し
た
。

▽
日
時

７
月
22
日
（
土
）

記
念
式
典
‥
10
時
30
分
〜

定
時
総
会
‥
13
時
〜

▽
場
所

東
京
メ
ト
ロ
九
段

下
駅
か
ら
徒
歩
２
分
「
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
」

※
お
問
い
合
わ
せ

校
友
会

事
務
局
☎
03
・
３
２
６
５
・

７
５
７
９

詩
集
　
剣
道
み
ち
す
が
ら

 

国
見
修
二
著

　
新
潟
県
妙
高
市
在
住
の
詩

人
、
国
見
修
二
さ
ん
（
昭
53

文
）
が
剣
道
を
テ
ー
マ
に
し

た
詩
集
「
剣
道
み
ち
す
が

ら
」
を
上
梓
し
た
。
剣
道
で

相
手
と
向
き
合
う
際
の
心
の

葛
藤
を
、
45
編
で
表
し
た
。

　「
物
と
物
と
の
竹
刀
の
先

／
剣
先
に
触
れ
る
前
の
こ
の

圧
迫
感
、
重
圧
感
は
何
だ
ろ

う
／
ぼ
く
は
よ
く
知
ら
な
い

／
気
に
せ
ず
面
を
打
て
ば
相

手
の
竹
刀
が
一
瞬
先
に
面
を

叩
く
」（
剣
先
Ⅳ
）

　
剣
道
歴
半
世
紀
近
く
で
七

段
の
腕
前
の
国
見
さ
ん
だ

が
、「
す
べ
て
を
剣
道
に
さ

さ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
試

合
に
弱
く
、
そ
の
中
で
も
が

桜
ま
つ
り
に
参
加 

相
模
原
支
部

　
校
友
会
相
模
原
支
部
（
神

奈
川
県
、
渋
谷
隆
宏
支
部
長

昭
33
商
経
）
が
、
第
44
回

「
相
模
原
市
民
桜
ま
つ
り
」

（
４
月
１
、
２
日
）
に
参
加

し
た
。
同
支
部
の
会
員
延
べ

32
人
が
専
修
大
学
の
の
ぼ
り

を
立
て
、
南
部
ど
り
の
焼
き

鳥
な
ど
を
販
売
す
る
模
擬
店

と
「
な
ん
で
も
相
談
室
」
を

開
設
し
、
母
校
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
た
。

　
終
了
後
に
行
わ
れ
た
慰
労

懇
親
会
に
は
、
校
友
会
の
宮

「
専
修
大
学
」
の
の
ぼ
り
が

立
ち
並
ん
だ
模
擬
店

豪
州
マ
ス
タ
ー
ズ
で
２
位

ライフセーバー  ＯＢ本多さん

２位の本多さん（左）と優勝のフォ

スターさん＝全豪選手権マスターズ

校
友
会
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
・
定
時
総
会

＜校友＞

岡
孝
之
副
会
長
、
町
田
支
部

（
東
京
都
）
の
池
田
敏
彦
支

部
長
（
昭
36
商
経
）、
川
崎

支
部
（
神
奈
川
県
）
の
倉
形

泰
正
支
部
長
（
昭
38
商
経
）

ら
が
出
席
。
２
日
間
の
活
動

を
ね
ぎ
ら
い
、
近
隣
支
部
と

の
友
好
を
深
め
た
。

い
て
い
る
。
そ
の
も
が
き
の

精
神
状
態
を
表
現
し
て
み
た

か
っ
た
。
剣
道
を
愛
す
る
あ

ら
ゆ
る
人
に
読
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
国
見
さ
ん
は
専
修
大
学
で

は
近
代
文
学
の
ゼ
ミ
で
学

び
、
卒
業
後
は
小
・
中
学
校

の
教
諭
に
。
そ
の
間
、
継
続

し
て
励
ん
で
き
た
の
が
剣
道

と
詩
の
創
作
で
、
こ
れ
ま
で

刊
行
さ
れ
た
詩
集
は
10
作
ほ

ど
に
な
る
。

（
体
育
と
ス
ポ
ー
ツ
出
版
社

・
本
体
１
２
５
０
円
＋
税
）

　
国
際
大
会
で
は
全
豪
選
手

権
に
ほ
ぼ
毎
年
出
場
し
て
お

り
、
２
０
０
６
年
に
は
Ｂ
Ｆ

で
３
位
と
な
っ
た
。

　
今
年
は
日
程
の
関
係
で
同

選
手
権
マ
ス
タ
ー
ズ
（
40
〜

44
歳
の
部
）
に
出
場
。
元
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
二

十
年
来
の
友
人
モ
ー
ガ
ン
・

フ
ォ
ス
タ
ー
さ
ん
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
）
に
次
ぐ
成
績

を
収
め
た
。

　
伊
豆
・
今
井
浜
海
岸
で
の

水
難
事
故
防
止
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
は
、
学
生
時
代

か
ら
毎
年
夏
に
欠
か
さ
ず
参

加
し
て
い
る
。
本
多
さ
ん
は

「
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
は
一

生
続
け
ら
れ
る
活
動
。
頑
張

り
ま
す
よ
」
と
に
こ
や
か
に

話
し
た
。

　
専
大
商
学
部
の
伊
藤
が
開

会
の
辞
を
発
し
、
総
務
省
の

大
西
淳
也
氏
に
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。
櫻
井
教
授
に
は
懐

か
し
い
思
い
出
か
ら
最
近
の

研
究
活
動
ま
で
を
披
露
し
て

い
た
だ
い
た
。

　
永
谷
園
社
長
の
飯
塚
弦
二

朗
氏
（
昭
52
経
営
）
の
乾
杯

の
発
声
で
開
宴
、
会
は
一
層

和
や
か
に
な
っ
た
。
参
加
者

全
員
が
近
況
報
告
を
行
い
、

櫻
井
教
授
は
椅
子
に
座
る
間

も
な
く
熱
心
に
聴
き
入
っ
て

い
た
。
持
参
の
地
酒
を
勧
め

た
り
、
仕
事
の
話
を
し
た
り

で
、
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
去
っ
た
。

　
麦
島
里
菜
さ
ん
（
平
18
経

営
）
に
よ
る
花
束
贈
呈
、
繁

田
俊
哉
氏
（
昭
57
経
営
）
が

一
本
締
め
を
し
、
筒
井
隆
氏

（
昭
51
経
営
）
に
よ
る
閉
会

の
辞
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
伊
藤
和
憲
商
学
部
教
授
）

あ
い
さ
つ
す
る
櫻
井

名
誉
教
授


